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発行：南笠東まちづくり事務局

電話・FAX ０７７-５６１-８４６９ 

ウエンズの活動 

お昼休み前にまちづくりセンターに行くと、下駄

箱いっぱいに並んでいるところから靴を取り出し

て子どもに履かせたあと、自分も靴を履き、大きな

バッグを持ちながらお子さんの手を携えて帰って

いかれるお母さんがたと出会います。そして、中に

入るとその集まりを計画された人たちや支援をし

てくださっている団体やグループの人たちの後片

付けをしながらにこやかな会話がはずんでいます。 

この年齢になるまで、気付かなかった光景のひと

つですが、まちづくりセンターの利用は自分の趣味

だけでなく自分と同じ考えをしている人たちと力

を合わせて社会生活を過ごしている館という言葉

がよく似合っていると思えるようになりました。 

 

 

私たちが経験したはずの子育ての世代の人たちの

ことを、この年になるまで気がづかなかったことを 

私の幼かったころの記憶を辿ってみると、そのよ

うなことがあったようにも思いますが、集会所では

なく近所の知り合いのおばさんと若いお母さんとの

出会いのような形でしか浮かんできません。 

まちづくりセンターとなって２年目が過ぎまし

た。そしてここに集まる方々の息遣いは、この館が

次世代を担う若い方々との接点として、現代の生活

様式に見合った役割を担っているように感じます。 

本年度もあと僅かとなりました、時節柄子どもた

ちの成長を見届け、新たな世界への旅立ちを見送る

時期となりました。今後ともまちづくりセンターが

「人と人の繋がりの場」として成長していけるよう

になって欲しいと思います。 

子育てに必要なまちづくりセンターの役割       南笠東まちづくり協議会代表 川 瀬 善 行  

子育てサロンあそぼ 

書初め大会 

通学合宿 

 

ＢＢＳの寺子屋活動 

子どもを対象とした活動 

センター玄関口にて 

まちづくりセンターのディスプレイで紹介していま～す 

わんぱくプラザのわくわくクッキング 
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 すこやかセミナー第 2講               青少年育成学区民会議 薄田 正子 

今年度最終セミナーが 2 月 1 日(金)に(株)メンタル・パワー・サポートより、人育てアドバイザー、心理

カウンセラーの丸本敏久氏による「子どもを伸ばす口癖、ダメにする口癖」をお題に講演いただきました。 

「うまくいかない思考パターン」として「ダメ」「無理」「難しい」「‥でも」「だって」

とできない理由を考えるのではなく、なぜそうなるの(Ｗｈｙ）でもなく、どうしたい

の、どうしたかった？(Ｈｏｗ）へとできる方法を考えることを教えて頂いたり「失敗か

ら学ばないことがダメ」など実体験をもとに詳細に渡り具体的にお話頂きました。 

来年度も皆様にとって興味のある講師の方の検討しておりますので、ご参加の程よろ

しくお願いします。 

                               人権教育推進協議会 副会長 清水 昭博 

学区人権教育推進協議会の１年の締めくくりの行事に、多くの方がご参加くださいました。発表をされた

人権標語や作文、ポスターなど数多く出展していただきましたことに感謝いたします。作文の中で私が気づ

かされ感動したことは、違いを認め、差別を見逃さない言動、人との違いを認めることが、差別や偏見をく

い止める大きな力となるということがいろんな年代・世代の間に根付いていると感じられたことでした。 

 地域の取り組みにおいても、各種団体が、その活動を通して、人権意識を高めたり、テーマ別の学習懇談

会に積極的に参加され、現状をしっかり見つめ、人権意識の向上に研鑽されておられます。 

 私は人権を大切に守る根本は、自分自身を大切にすることと、それ以上 

に相手の人権を尊重し行動することと考えます。「実践発表のつどい」で、 

感じたことを日常生活に取り入れ役立てることが、人権意識の更なる向上 

に、最も必要なことと思います。 

これからも学区人権協の活動に、ご理解とご協力をお願いいたします。 

青少年育成学区民会議委員研修            青少年育成学区民会議 岩崎 慈世 

2 月 18 日(月)東近江市にある障害者施設「大萩茗荷村に研修に行 

ってきました。 

茗荷村代表の小泉 一郎さんのお話とビデオで戦争孤児の教育から知 

的障害者教育先駆者でいらっしゃる田村一二さんが愛東の行政や地域 

の方々の支援を受けて開村に至ったことを知りました。この村では、 

障害を持つ人もそうでない人も、老若男女みんな一緒に自分の得意分野(農業・酪農・木工・ 

パン作り等)に頑張っておられます。こちらで作られた農作物は、生協や愛東マーガレットス 

テイションでも販売されているそうです。五個荘のひな人形めぐりに寄り道し、一足早い春を満喫しました。 

「実践発表のつどい」を振り返って 

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん 

研修の様子 

    未来・夢プロジェクトからのお知らせ（ ） 
 

 「弁天池水辺歩道」「わおんの広場」「狼川河川公園」と続いてきた一級河川『狼川』を起点にした 

「水とみどりのまちづくり」の次なる展開は、「歩いて楽しくなるウオーキングコースの環境づくり」 

がテーマとして進めており、２月１３日のプロジェクト会議では次の方向が示されました。 

 １)「健幸山野草と水辺の散策路」の造形 

 河川公園東側の新幹線からパナソニックまでの間 

 2）「安全で安心な環境づくり」 

    防犯灯の設置やマナーアップを図る手立て 

 また、公園の整備面では、健幸なまち南笠東プロジェクトが 

行った健康器具の設置やトイレ前の整地の紹介がありました。 
      

 茗荷村代表 小泉さん 

講師 丸本敏久氏 
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赤ちゃん訪問 民生委員児童委員 主任児童委員 森 由美 

南笠東学区では、赤ちゃん訪問を実施しています。対

象者は、出生されてから 2 歳までの乳児さんのご家庭を

訪問しています。 

子育てをされている中でのお困りごとや、地域との繋

がりを不安に思っておられる方に民生委員の紹介をして

います。新しい命を授かり、期待と不安のあるご家庭も

多いかと思いますが、赤ちゃん訪問を通して、近くで寄

り添う人の絆を作るきっかけにし 

て頂きたいと思います。子育てが 

孤育てとならないように、子ども 

は地域の宝物、虐待で傷つくこと 

なく親子で成長出来るように支援 

していきます。 

ｓｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

2008 年に我が子、お友達、そこから広がっていく子育て世代の 

輪の集える場所として活動を開始しました。2011 年より「おやこのふれあい 

遊びの日」「親のための体操教室とその間の託児」、2015 年に「スマイルクッ 

キング」と取り組みテーマが増え、現在はこの 3 つを柱に活動しています。 

 現代はたくさんの情報があふれ早期教育も数多く存在します。もちろん専門 

的な力を借りることも大切な方法ですが、子どもを伸ばすきっかけは日常のなかでも数多くあることに気づ

いて欲しいと思っています。子育てはシンプルなものと考えたいです。乳幼児期に大切な「子どもを愛おし

いと思うこと」「無償の愛情を注ぐこと」「子どもは皆お母さんが好きと思うこと」このような幼少期の記憶

が豊かであるほど“自尊心”や“人生の困難にも対処できる力”が備わっていくように思います。こんな想

いに共感して、地域の方々からも支援をしてくださり有難く思っています。                   

 

  

        更生保護女性会 清水 節子 

第４回ママさん寺子屋 ひなまつりを３月１日(金)に実施 

いたしました。４歳児から１歳に満たないお子さん２０名の参加があ 

りました。ウエンズさんの心強い子守の対応があり、お母さん達は安 

心して第 1部の講演 助産師 山本幸子様のお話を聴いて頂きました。 

＊親の役割 心得の中で、叱る時は短時間ですよ、子供を尊重し見守 

りいつも味方に。＊命の大切さ 命の重さを測れたらみんな同じと、 

育児は子どもが自立していく過程において甘えやいやいやの反航戦を繰り返して、相互交流調整が大切で 

す。と熱の入った言葉に、会場は静かに聞き入ってしまう程の講演となりました。 

第 2 部では「笑顔いっぱいのメロディー」中嶋香織先生による親子で楽しむ音楽。演

奏が始まると、眠むそうにしていた子どもさんたちも、体いっぱい音を感じて、飛んだ

り、走ったり。スタッフも一緒になってドレミの歌を歌い、みんなが笑顔いっぱいの中

閉会させていただきました。帰りには、健康推進員さんの手作りお雛寿司、青少年育成

学区民会議と更生保護女性会からの可愛いおやつをおみやげにもらって頂きました。皆

様ありがとうございました。 

子育てサロン「あそぼ」 
民生委員児童委員 主任児童委員 下新 章子 

毎月第 3 火曜日に、未就園児さん対象に子

育てサロンを開催しています。2 月 19日

(火)実施の内容も楽しく開催しました 

◆学区の健康推進委員さんによる人形劇 

｢おやつ 大好き｣ 

◆音楽サークル"ぷっぷくぷぅ"さんの 

ミニコンサート 

子育てのためになる活動紹介 

代表 田中登希恵 

助産師 山本幸子先生 

中嶋香織先生の「笑顔でいっぱいのメロディー」 

赤ちゃん訪問セット 
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1 月 29 日(火)午後 1時 20 分から 

やすらぎサロンを開催し、34 名の方が参加されまし

た。サロンでは講師の方から映画にまつわるお話を聞

き、懐かしい映画を鑑賞しました。皆さん、笑いなが

ら映画の中の懐かしい風景に「こんな風やったなぁ」

などの感想を漏らしておられました。寒い中ですが、

暖かい場所でゆっくりと楽しんで帰られました。 

4 月 16 日(火)午後から第 2 回 

やすらぎサロンを開催します。 

申込はまちづくりセンターまで 

（記 宇野 千智） 
会場の皆さんの様子 

マイナンバーカードの申請登録会 開催のお知らせ
（無料・予約不要） 

 

 

 

 

日 時：４月１６日（火）１３：００～１５：００ 

場 所：南笠東まちづくりセンター２F 多目的室 

持ち物：不要＊写真は会場で撮影します。 

【持ち込み可 サイズ縦 4.5 ㎝×横 3.5 ㎝】 

 

 

 

新しい仲間を大募集！お気軽にお問い合わせください。 

★ 活動日：毎月 第３土曜日 

お問合せ 南笠東まちづくりセンター 

     TEL ５６１－８４６９ 

  

 

 

 

 

 

男の料理教室 サプライズクックス 
会 員 募 集 ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日 時 間 学 習 内 容 

5/15 13：30 開講式・寸劇 

7/17 13：30 
健康講座 

「高齢者の制度について」 
～草津市はどうなってるの？～ 

10/9 終 日 グラウンドゴルフ 

11/20 終 日 館外研修「大衆演劇鑑賞」 

12/18 13：30 
ものづくり講座 

「ゆる筆文字をかいてみよう」 

3/11 10：00 閉講式＆お楽しみ会 

日 時：２０１９年 5月 15 日(水)から 

    ２０２０年 3月 11 日(水)まで原則第 3水曜日 

場 所：南笠東まちづくりセンター 

学級費：２，０００円（受講料６００円含む） 

対象者：市内在住在勤の６０歳以上の方 

定 員：７０名程度 

問合せ先：南笠東まちづくりセンター 

電話/Fax：５６１－８４６９ 

受講希望の方は、申込書(まちづくりセンター設置)
に記入の上、受講料を添えてお申し込みください。 

  

 

60歳からの講座 2019年度南笠東 受講生募集！ 
４月１日より 
 受付開始 

テーマ「学んで築こう楽しい人生」 年間学習予定 

講師の山柾さん 

  ５月１日（水・祝）の天皇即位の日に伴い下記の期間南

笠東まちづくりセンターは休館となります。 

 

 

 

今回はディサービスあさひ利用者のみなさ

んの作品を展示しています。フクロウをモチ

ーフにしたリースで、ちいさ 

なかわいいフクロウたちが森 

のこずえにちょこんと留まっ 

ています。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 

 

サロン展示紹介 

（フクロウの森） 

展示期間：３月１日～４月２０日 

 

※ 休館日のお知らせ ※ 

４月２８日（日）～５月６日（月・祝） 

 

2 月 2 日（土）お楽しみ 

わくわくクッキングを開催 

しました。健康推進委員と、 

更生保護女性会のみなさん 

にご協力、ご指導いただい 

て、節分の恵方巻と、カッ 

プケーキ作りに挑戦。自分 

で作った恵方巻を今年の恵方、東北東を向いて黙

って食べていましたが、誰かが笑いだすと、みん 

       なが笑いだし、鬼たちも

退散しそうな楽しい食事

会となりました。 

(記 井上 由美子) 

 

 

 

（上手に巻けるかな～） 

 

（恵方を向いて、いただきま～す！） 

【第５回】 


